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＜在宅遠隔医療部会在宅看護分科会関連報告＞

■公募期間
2026年6月2日（火）～7月3日（金）正午

第2回目の公募が始まっています！
第1回に応募された方も第2回応募は可能です。

■公募要領等
詳細は下記をご確認ください。
https://www.mext.go.jp/aifors_spread/

6/6（土） 第8回わい和いNARA在宅サポート研究会
『共に支えを強める新たなカタチ』をテーマにシンポ他を実施

・わい和いNARA在宅サポート研究会（会長：小竹久実子奈良医大看護学科在宅看護
学教授 写真➀）は、奈良の人々が寄り添い支え合いながら、その人らしい暮らし
をつむぐ和づくりをサポートするあり方について参加者の皆様と一緒に“わいわい”
と創造することを通して、癒しのある心地よいまちづくりを目指す活動です。

・第8回となる本研究会は、奈良県内の在宅サポートに関わる100人を超える関係者が
参加し、表題のテーマを踏まえ、援助者を含めた地域で暮らす誰もが、お互いを思
い合いながら幸せな人生を歩むために、一人ひとりの中にある “ちから”や“支えに
気づき、強めることについて議論し、考えを深める機会を狙いに開催されました。

・大会長を務められた久保田千代美氏（Chiyomi Kubota Care研究所 代表 写真②）は、
人は苦しみと支えを抱えながら生きている、支えは外から与えられるものではなく
すでに内側にある、苦しみの奥にその人だけの支える力がある、と激励されました。

・テーマ「わたし発、支え行き」で行われたシンポジウムでは、4人のシンポジストが
参加され、それぞれの立場から“ちから”と“支え”の実際の様子を語られました。

AI活用を目指す大学研究者の皆様、応募を検討下さい

詳細は
こちら
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・平島紀子氏（辻村病院看護部長 写真③）はポジティ
ブ思考で小さな“いいね”を未来に繋ぐ私の力に、生ま
れながらにラーセン症候群に羅患の高校生宮崎響氏
（写真④）は支えは一方通行ではなく支えあうことで
支えの関係が成り立つ、ALS（筋萎縮性側索硬化症）
羅患の吉岡健一氏（写真⑤）は12年前に発症して落ち
込んだが自分の力に気づく5つのきっかけで自分を取
り戻せた、総合診療医の阪本宗大氏（へいせいたかと
りクリニック 院長 写真⑥）は肺がん末期患者の在宅
医療を通して患者、家族、医者の支える関係を学んだ、
とそれぞれの支えの想いを語られました。
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